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 The objective of this study is to reveal the urban formation process of Addis Ababa, the capital city of 
Ethiopia, between the origin of this city and the Italian occupation period. Through the analysis of 
collected drawings and pictures of those days, we will approach each period’s urban structure of Addis 
Ababa, and clarify the urban formation process by their comparison. 
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１．	 研究の背景、目的、方法 
エチオピアの首都アディスアベバの都市は成立した。
１９世紀末から積み重ねられてきた歴史によって現在ま
でに形成された。本研究では、１９世紀末のメネリク二
世による建設に端を発するアディスアベバが、イタリア
占領終了後に至るまでの間に、いかに都市形成がなされ
ていったのかを明らかにする事を目的としている。収集
された当時の図面や写真などを分析する事で、帝政期、
イタリア占領期のそれぞれの時期におけるアディスアベ
バの都市構造を明らかにし、その変化を比較する事で結
果的にいかなる都市が形成されたのかを読み解いていく。	 
 
２．	 アディスアベバの概要 
（１）歴史 
アディスアベバは時のエチオピア皇帝メネリク二世の
都として１９世紀末に成立した。当初メネリク二世は、
アディスアベバ北部ウントット山に都を構えていたのだ
が、ウントット山の気象があまりにも激しく、居住に適
してはいなかった。また、皇后であったタイトゥが避暑
地として利用していた場所には温泉が湧いており、川が
複数流れていた事や起伏に富んだ地形は、軍事的な防御
には最適であった。これらの理由によって、１８９１年
にウントット山からアディスアベバの中心部である王宮
に居を遷したのである。１８８９年には、公式にエチオ
ピア帝国の首都として認められ、宮殿、外国公使館の建
設、道路の敷設などの都市の建設が始まった。１９１７
年にはジブチからの鉄道が開通し、電信・電話工事、金
属の波板やレンガなどの建材が導入された。そして１９
世紀末から２０世紀初頭にイタリアが抱えていた人口過
剰問題を解消するために１９３６年にイタリアによって
占領されたのである。 
（２）都の構造 
	 軍事的な都として、中心部の小高い丘にはメネリク二
世の王宮が配置され、アディスアベバを全体的に見張ら
せる場所であった。またいくつもの川の支流は防御的な
役割を果たし、メネリク二世に仕える諸侯らのコンパウ
ンドは、王宮を中心として、各地域に散らばるように配
置された。王宮から北東部には、フランス、イタリア、
ドイツ、ロシア、イギリスの大使館が建設された。また、
商業的な中心を果たしたのはアラダ市場であり、王宮か
ら西部に位置していた。１９１７年にアディスアベバの
南方に鉄道駅が開通した 
 
 
図１	 １９０９年のアディスアベバ	 
 
３．	 イタリアによる植民地都市計画 
（１）マスタープランの作成 
	 占領当初から草案を重ねていったアディスアベバの植
民近代都市計画は、１９３８年に完成を見、１９３９年
１月１６日に正式に適用された。ムッソリーニの宣言に
よって、新市街は１９３６年の草案で示されたアラダ市
場に隣接する地域ではなく、鉄道駅周辺の比較的建物の
少ない地域に計画された。この計画を可能にするのは、
もともとあった鉄道駅を南方へと移動させる事と、メネ
リク二世の宮殿を再利用する事であった。鉄道駅は移動
させるとともに、現地人、イタリア人、物品とそれぞれ
駅を新設される。（図３− ８）メネリク二世の王宮の敷
地は再利用され、新たな宮殿が計画された。しかし、「新
しい荘厳なローマ」を表現しつつ、植民都市としての特
徴を兼ね備えた近代植民都市計画としての理想が、これ
までになされた草案をアップデートしていくかたちで体
現された。すなわち、象徴的な建築と軸、田園都市思想、
用途地域の考え方である。王宮から南方へと新たに延長
された軸は、官庁街を形成し、川には新たな橋がかけら
れ、王宮の東部はイタリア人地区とされた。（図３− ９）
その軸に直行し、東西へ伸びる軸は商業地域、工業地域
をつなぎ北西部には現地人地域が設けられた。川はグリ
ーンベルトを伴い、それぞれの区域の境界としてみなさ
れた 
 
	  
	 図２	 イタリアによる植民地計画のマスタープラン 
	 	 
（２）計画の理念 
	 イタリアによる近代植民都市計画は、田園都市の思想
によって、現地人と白人を分離するグリーンベルトを構
想し、イタリア人地区の住宅は、「緑」を有する計画で
あった。また、用途地域の考え方を基にする近代都市計
画を施行する。この時、白人、現地人のヒエラルキーが
存在すると共に、白人地区においては、国家公務員、労
働者、という社会的地位を反映した建築計画であった。
現地人地区においては、民衆、諸侯、というヒエラルキ
ーを形成した。また現地人地区は、民衆においてさらに
宗教、人種によって区画が分離された。 
	 都市軸は、AOI（イタリア領東アフリカ帝国）の首都
を象徴、新しいローマを実現するために、王宮から官庁
街へと伸びブールヴァールを配し、それぞれの地区を貫
く都市軸を埋め込んだ。 
 
４．	 結論 
	 成立から帝政期、イタリア占領期を通してアディスア
ベバは自然的な条件が考慮にいれられながら形成されて
いった。帝政期の軍事的特徴をもった都市構造は、イタ
リア占領期において近代的なものへと変化した。このと
きイタリアは、もともとあったものを壊して作るという
やり方によらず、残っている空き地を利用しながら、そ
れを新たなビジョンを持った計画に組み込んでいこうと
するようなアプローチをしたと考えることができる。 
	 現在では、帝政期にはアラダ市場として存在した場所
ではイタリア占領期、建設禁止区域と計画上されたのに
も関わらず、映画館などが建てられる地区となり、その
場所はピヤッサと呼ばれることとなる。すなわち現地人
市場はアラダからマルカートに移動し、残った場所は、
新たな性格を持った映画館、お洒落な店舗やカフェが立
ち並ぶ盛り場へと変貌を遂げた。しかしこれは表の顔で、
夜になるとカフェはナイトクラブに変わり、一転賑やか
な音楽が流れるクラブ街へと変貌する。また、イタリア
占領期に建設された現地人市場であるマルカートは、現
在でもエチオピア人向けの様々な物が売られている巨大
な商業地区を形成している。道には品物を買いにきた人、
売る人、荷物運び人などで今日もごった返している。 
	 本研究では、都市形成のプロセスを特に地図や写真と
いった資料を利用しながら、より俯瞰的な目線でもって
分析を行なってきた。しかし都市には、五感を通じて体
感することによって見えてくる側面があることも事実で、
これは都市の魅力を語るときに欠かすことのできない視
点である。 
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